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１ 趣 旨 

 

日本の学校教育は、均一的で公共性のある世界的にも素晴らしいものです。その一方で、生徒一人ひ

とりの想いが実現されない集団教育や実社会と結びつかない学びなど、教育課題が多くあるのも事実で

す。これらの課題を解決するために必要なのが、学校と社会を繋げたプラットフォームの構築です。社

会で活躍する人々が学校教育に参画し、子供たちの「やりたい」をサポートをする教育環境を作るため

に、本事業を展開することを決意しました。 

これまで、私達は「教員の授業づくり研修」「オンラインスクールの運営」の２つを柱に活動してきま

した。これらの活動は、一定の成果を収め、参加する教員・生徒の満足度も高まってきました。また、

教育系企業や熱量の高い教員、大学関係者等との連携も進んでいます。 

そこで今後は、これまでの活動を継続していきながら、全国の小中学校・高等学校の教員と企業をマ

ッチングし、より革新的な授業開発に取り組み、学校教育にイノベーションを起こしていきたいと考え

ています。 

今回、法人として申請するに至ったのは、任意団体として実践してきた活動や事業を教育現場により

普及し、継続的に推進していくことと、全国へ活動を広げていくために他地域の行政や企業との連携を

深めていく必要があること等の観点から、社会的にも認められた公的な組織にしていくことが最良の策

であると考えたからです。また、本事業が営利目的ではなく、より多くの児童生徒と教員、企業に参画

していただくことが不可欠であるという点から、特定非営利活動法人格を取得するのが最適であると考

えました。法人化することによって、組織を発展、確立することができ、将来的に教員・生徒がワクワ

クするような学びを実現できる学校現場となり、日本社会に広く貢献できると考えます。 

 

２ 申請に至るまでの経緯 

 平成 ３０ 年 ４月 教員団体「Teachers x Technology」発足 

 平成 ３０ 年 １１月 edvation summit2018 登壇 

 平成 ３１ 年 １月 教育企業との連携授業「KAGURAを活用した教科横断的な表現活動」実践 

 令和 ２ 年 ８月 オンラインスクール「COLLECTIVE SCHOOL」設立 

 令和 ３ 年 １０月 会員間で法人化の意思確認 

 平成 ３ 年 １１月 設立総会開催 
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